
評価目標 具体的方策 評価

①　林業経営学科の円滑な運営（新規）
　今年度設置した林業経営学科について、現場で必要とされる
実践的で専門的な知識・技術の習得により「やまがた森林（モ
リ）ノミクス」を担う林業の次世代リーダーの育成を図る。

・林業経営学科では、現場で必要な実践的技術の習得を図るため、
チェーンソー作業や高性能林業機械操作など、実習を重点的に行う
とともに、学生の幅広い森林・林業の専門知識の習得を図った。

・学生は、森林・林業の専門知識、基礎的技術から実践的技術まで、計画的に習得し
ている。また、講義・実習を実施するあたっては、関係機関・団体からも協力をい
ただき、次世代の林業担い手を育成する体制づくりが進んだ。次年度は、より多様
なフィールドでの実践的実習を計画していく。

②　６次産業化に関する講座の実施（継続）
　６次産業化の推進に向けて、全学生を対象に専門共通科目と
して「６次産業化」を設定し、制度や加工技術等について幅広
く学習する。

・今年度から新設された科目「６次産業化」において、林業を含め県
の関係課等の講師による講義を実施し、基本的概念や制度等を学習
した。

・各分野の専門家から幅広い内容の講義を受けることができた。一方、県関係機関の
講師の講義内容で、一部重複する部分もあった。このため、次年度は講師や内容を
見直し、より充実した講座とする。

③　農産加工技術の習得（拡充）
　新たにモッツレアチーズの製造実習を加え、多様な農産加工
の実習を拡充する。また、商品企画、特産品開発、商品パッ
ケージ等についても学習する。

・試作したモッツァレラチーズの求評会を農大市場の来訪者を対象に
実施した。また、今年度、新たに畜産及び農産加工両経営学科の１
年生を対象に乳製品加工実習を実施し、モッツァレラチーズの製造
を行った。

・

・

求評会で実施したアンケート調査には、２３４名から回答があり、食味等は良好と
の結果を得た。また、乳製品加工実習においては、多くの参加学生が興味を持っ
た。次年度は卒論テーマとして取り組む計画である。
さらに次年度は、１年次に専攻以外の学科について学ぶ「副専攻基礎実習」を開設
し、この中で、全学生が農産加工技術を学べるようする。

①　先進農林業者等体験学習等の実施（拡充）
　先進農林業者等体験学習は、１学年で前期と後期に１０日間
ずつ実施し、先進的農林業者、農業法人、農業・食品関連企
業、森林組合等において、実践的な技術等を学び、優れた経営
感覚に触れる。また、後期の体験学習では、就職希望学生（法
人就農も含む）をインターシップに派遣し、実践教育の充実を
図る。

・林業経営学科の新設に伴い、実施要領の一部見直しを行い、１年生
全員が前期・後期とも１０日間の先進農林業者等体験学習を行っ
た。前期の受入は先進的農業者と森林組合等に依頼し、後期の受入
先は進路志望等に合わせ、先進的農業者や農業・食品関連企業、森
林組合、林業事業体等に依頼した。

・

・

後期の体験学習では、就職希望の１年生３２名がインターンシップを行い、進路決
定に生かした。新設された林業経営学科については、森林組合等でインターンシッ
プを行ない、林業現場等で実践的な技術を学んだ。
受入れ先の学生に対する評価は概ね良好であったが、研修期間の検討や一部学生の
研修・生活態度について指摘があったため、改善するよう努める。
今後も引き続き、学生の受入先の確保に努めるとともに、後期はインターンシップ
も組み合わせて実施していく。

②　２年生のインターンシップの導入（実施）
　２年生において、就農希望及び就職希望学生（法人就農も含
む）が高度な栽培技術や実践的な学習を希望する場合、イン
ターンシップを実施する。

・就職希望の野菜経営学科の学生が農業法人、畜産経営学科等の学生
が食肉公社や牧場でインターンシップを行った。

・今後とも、インターンシップを希望する学生には、積極的に実施を進めていく。さ
らに、来年度は林業経営学科が２年生となることから、各種林業事業体等における
インターンシップを実施していく。

①　先進農林者研究の実施（充実）
　先進的経営に取り組む県内外の農業法人や組織を視察し、現
地でに優良事例研修を実施する。今年度は、新たに林業関係の
先進事業体の視察研修を実施する。

・１年生を対象に、２回に分け「先進農林業者研究」を実施し、先進
的農業経営体４か所と仙台森林管理署の協力を得て、震災で被害を
受けた海岸クロマツ林の復旧状況を視察した。

・各学科の学習内容に関連する農業と林業の優良事例や最新の農林業の技術等を視察
し、幅広い学習を実施することができた。来年度は、実施時期の検討と併せ、研修
先として農業法人等の先進事例に加え、他県の農業大学校を訪問し、交流を深める
計画である。

②　学科毎の組織や法人と連携した研修の充実
　管内の優良法人等への視察研修を実施する。林業経営学科で
は森林組合等の協力を得て、高性能農林業機械の操作等の研修
を実施する。

・

・

各学科において、農業生産法人や試験研究機関、卸売市場、食品工
場等を訪問し、視察研修を実施した。
林業経営学科では、最上広域森林組合と金山町森林組合の協力を得
て、実際の施業現場等での、フォワーダやプロセッサなどの高性能
林業機械を使用した実践的な操作研修を実施した。

・

・

各学科の学生が、身近な地域における大規模経営や優良事例、最新の生産技術や流
通の現状に触れることができ、卒業後の進路や将来の就農計画の参考となってい
る。
実際の施業現場での実習を通して、より実践的な技術を習得した。今後、森林組合
のほか、木材関連業者や林業事業体等の協力を得た実習についても検討する。

・

・
・
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林業経営学科の学習内容は多岐にわたるが、学生の知識、技術習得や資格取得には計画どおりに取り組むことができた。また、新設講座である「６次産業
化」では、学生は農林業の各分野について幅広く学んだが、次年度は優良事例実践者等を講師に迎え、より実践的な内容を目指していく。
「６次産業化」や「耕畜連携」を推進するため、来年度は専攻以外の分野について学ぶ「副専攻基礎実習」を開設する計画である。
先進農林業者体験学習は、学生が先導的な農林業経営者に学ぶ機会であり、インターンシップは、学生が卒業後のより良い進路を選択する機会であるため、
今後とも充実を図る必要がある。

森林組合では林業経営学科の実習を受入れているが、次年度は２学年体制となり学生数が増えることから、実習時の安全を確保するため、事前に研修の内
容・人数などを十分相談してほしい。また、インターンシップの受入れ人数や内容についても連携を密にしてほしい。→次年度、実習時の同行職員を増員
し、安全確保に取り組む計画である。また、林業経営学科のインターンシップについては、今年度の実施状況を取りまとめ、次年度以降の参考資料としてい
ただけるよう受入れ先に送付している。
林業経営学科の１期生の進路をしっかり確保してほしい。→関係機関と連携して各林業事業体との就業相談会を実施するととも、インターンシップを実施
し、事業内容と学生の適性を確認しながら進路確保に取り組んでいく。
加工品の商品開発では、今後の学習に活用できるよう、ねらいや製造方法を記録して教材化してはどうか。→農産加工経営学科では、まず商品のマーケティ
ング調査を実施し、新商品開発に取り組んでおり、原材料の栽培履歴の記帳、写真やビデオ機器を使った製造方法の記録を行っているので、これらを次の商
品開発に生かしていきたい。また、より付加価値を高めた農産加工品を「農大ブランド品」として認定している。これは、主原料となる果実や野菜は学生自
ら栽培した農大産を使用し、添加物（香料等）の不使用等の製造基準を設け、適合した農産加工品を認定しているところである。
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(3)組織や
法人との連
携強化によ
る先進技術
等の研修の
充実

１　研修の実
施数
：５０回

２　林業関係
の研修調査の
実施
：１０回

【運営方針１】教育カリキュラムの充実

(2)実践教
育を重視し
た学習体系
やインター
ンシップの
充実

先進農林業者
等体験学習の
受入れ農林業
者等の評価
：良好との評
価８０％

〔基本方向〕卒業後の就農、就職等に向けた教育体制づくり

評価項目

(1)国・県
の重点施策
を踏まえた
学科及び講
座の配置

１　林業経営
学科の円滑な
運営

２　新たな加
工品の商品化
：１点

【評価基準】　Ａ：十分　　Ｂ：概ね十分　　C：やや不十分　　Ｄ：不十分

自己評価 評価

取組状況 成果と課題・次年度に向けた改善策


